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管 内 大 規 模 農 場 に お け る 牛 マ イ コ プ ラ ズ マ 乳 房 炎 の

発 生 と 清 浄 化 に 向 け た 新 た な 取 り 組 み              

： 伊 那 家 畜 保 健 衛 生 所  中 村 光  

 

 令 和 3 年 6 月 、 酪 農 生 産 性 向 上 対 策 事 業 に よ る バ ル1  

ク 乳 の 全 戸 ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 を 実 施 。 農 場 規 模 拡 大2  

中 の 管 内 大 規 模 農 場 （ 以 下 、 A 農 場 ） に お い て3  

M y c o p l a s m a  b o v i s （ 以 下 M . b o v i s ） を 分 離 。 7 月 、 陽4  

性 牛 特 定 の た め 全 頭 検 査 を 行 い 、 3 6 8 頭 中 3 0 頭 摘5  

発 。 早 期 摘 発 の た め 分 娩 後 検 査 を 実 施 し 、 4 頭 摘 発 。6  

A 農 場 と 清 浄 化 に 向 け た 検 討 会 を 開 催 し 、 陽 性 牛 の 隔7  

離 を 指 導 。 ま た 、 血 清 学 的 に 浸 潤 状 況 を 把 握 す る た8  

め 、 乾 乳 群 と 病 畜 群 に E L I S A 法 を 用 い た 抗 体 検 査 を 行9  

い 、 乾 乳 群 の 7 5 ％ が 抗 体 陰 性 、 病 畜 群 の 8 0 . 8 ％ が 抗1 0  

体 陽 性 、 細 菌 検 査 と の 一 致 率 8 4 . 6 ％ で あ る こ と を 確1 1  

認 。 1 1 月 に 2 回 目 の 全 頭 検 査 を 行 い 、 4 4 7 頭 中 新 た に1 2  

2 7 頭 摘 発 。 新 規 に 摘 発 さ れ た 牛 の 多 く が 病 畜 群 で あ1 3  

り 、 陽 性 牛 を 病 畜 群 と 一 群 で 隔 離 飼 養 し た こ と が 原 因1 4  

と 考 察 。 陽 性 農 場 に お け る 隔 離 方 法 の 検 討 や 個 体 乳 及1 5  

び バ ル ク 乳 の 継 続 し た 検 査 の 重 要 性 を 再 確 認 す る と 共1 6  

に 、 抗 体 検 査 の 有 効 性 を 示 唆 。  1 7  


